
下水道技術開発会議 （令和元年度第２回会議 2020.1.16）

本会議での報告事項について #1

活動の柱①「技術ニーズの把握と発信」

 事業主体の技術ニーズ・技術的課題等に関する調査結果 ⇒資料4‐1

活動の柱②「技術シーズの把握と発信」

 ロードマップの技術開発状況に関する調査結果 ⇒資料4‐2

活動の柱③「ニーズとシーズの架け橋」

 ニーズとシーズの情報共有方法等に関する下水道関連団体への調査結果

活動の柱④「国などの技術情報の共有」

 B‐DASH技術情報資料の作成・更新 ⇒参考資料3

活動の柱⑥「技術開発の戦略・方針の提示」

 エネルギー分科会における検討状況の報告 ⇒資料5

 ロードマップ重点課題の公表結果 ⇒参考資料4

国土交通本省からの情報提供

 意見交換の場の提供、B‐DASH技術に関する情報提供等の結果共有 ⇒資料3
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 中小都市では、自らの課題は何かが認識できていないのではないか。
課題を見つけるためのチェックシートが必要ではないか。

課題チェックシートの作成を提案 ⇒資料4‐4

 具体的な目標が定まっていればどういうルートでいくか、何を導入すべきかが議論
できる。

これまでの取組状況の概略を整理してはどうか。

これまでの取組内容を踏まえ、今後の主な取組方針を整理 ⇒資料4‐5

本会議での報告事項について #2

令和元年度第1回会議での委員からの主なご意見と検討結果


